












































当然， 常識的に思い浮ぶのは， 都道府県市町村といった行政上の区域で、あるO しかし，これらの






























































































地域的なけじめが生きているO つまり， 地域が一つの生活の小宇宙を形成しているO こうした生活
の中に生きている地域性が依って来る源は， 中世ヨーロッパの共同体にあり， ドイツのゲマインデ，
地域経済社会研究の方法一「地域主義」の検討 -141ー
スイスのコンミューン(市町村〉とヵ γ トン(州)， イギリスのパリシュ(教区)， フランスのコ
ミューンなどである。これらの国々にあっては， 中世社会に存在した地域単位を， 近代社会の行政
単位として社会の基礎単位に再生し，多中心型の分権的複合国家を形成しているO












































































































































たとえば， I中間技術JI農工構造J I地縁産業」とはし、ぇ， 市場経済の内部にありながら維持
し定着してゆくためには， コストの論理を無視するわけにいくまいo たとえ「中間技術」が導入さ
れ生態系と適合的な関係を持つものだといっても， シューマッハーが言うごとく巨大な技術より安
































(3) 同書 P64 
(4) 同書 P55 
(5) 同書 P207 
(6) 同書 P10 
(7) 同書 P27 
(8) 同書 P27 
(9) 同書 P12 














中岡哲郎『工場の哲学Jl (1971年)， i土に刻むJ ( i展望J1975年9月号)， 
望J1975年10月号〉を参照。
(原題 "Smallis beautifulつ
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